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『共に手をつなごう
� ロータリーのもとで』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

第1617回例会
令和２年１月30日（18：30～19：30）

○ソング

　◦四つのテスト

○スマイルBOX

　◦中目公英会長（EAファーマ㈱の福島事業所より、執行役員で事業所長である西脇徹様、また総務部長であ

る小林智司様、白河西ロータリークラブへようこそ。西脇所長には卓話をありがとうございました。）

　◦佐藤幸彦会員（三瓶会員より、リステルスキーファンタジアのリフト券をいただきました。スキー愛好会で

使わせて頂きたいと思います。ありがとうございました。）

　◦仁平喜代治会員（西脇様、小林様卓話ありがとうございました。今回結婚記念日記念品ありがとうございま

した。おかげ様で60回目の記念日を迎えました。皆様の支えがあっての事感謝申し上げます。）

　◦永野文雄会員（EAファーマ西脇所長様、小林部長様、ようこそ白河西クラブへおいで下さいました。卓話

ありがとうございます。昨日、林利勝名誉会員の

所へ新年のあいさつに行ってきました。大変元気で

す。）
A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 １９名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １１名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３０名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５４．５５％

第1617回例会出席状況� （R２年１月30日)
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本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長

　1月の月末何かとお忙しい中、皆さ
まには例会にご参加いただきまして本
当にありがとうございます。それでは
まずはじめに、今日のお客様のご紹介
をさせていただきます。EAファーマ

株式会社福島事業所、執行役員で事業所長でありま
す西脇徹様です。同じくEAファーマ株式会社福島事
業所、総務部長の小林智司様です。ようこそ、白河
西ロータリークラブへ。後ほど本日のプログラムで
は、西脇所長様より卓話を頂戴することになっており
ます。楽しみにしておりますので、どうぞよろしくお
願いいたします。さて、先週は白河3ロータリークラ
ブの新年会でありました。その節、わたしの方から
次年度の国際ロータリーのテーマが「Rotary Opens 
Oppotunities～ロータリーは機会の扉を開く～」とい
うふうに決まったというふうなお話しを申し上げまし
たが、我がクラブにおきましても私の年度の最中であ
りますが、もうすでに次年度の吉野会長エレクトの創
立35周年に向けていろいろと練っているところでござ
います。本来であれば、吉野エレクトの方から皆さま
方にご報告、ご案内をするところかとは思いますが、
とりあえずは私の年度で私の名前でもって一応地区の
方に申請をするようになっておりますので、私の方か
ら紹介をさせていただきます。来年度、創立35周年白
河西ロータリークラブの一つの記念事業の一つといた
しまして、米山記念奨学生を受けることといたしまし
た。世話クラブをいたします。世話人の方はこの前の
時には青木大会員がやっていただいたのですけど、今
回は阿部克弘さんが快く世話人を受けていただくとい
うことになりましたので、皆さまの方からも米山奨学
生が毎月訪れるように来年度はなりますので、一つ国
際交流の一環として米山の事業を西クラブとしてやっ
ていきたいと思っておりますから一つこの点ご承知お
きをお願いいたします。それからもう一つ、できるだ
け西脇所長様の話を時間を取るために短くしようとし
たのですけども、どうしても一つだけ皆さま方にご報
告をしないといけないことがありますので、ここでご
報告をさせていただきます。実は我がクラブの名誉会
員である林さんに関することであります。一つは皆さ

ま方のレターケースの中に、ロータリーとは、事業と
専門職及び地域社会のリーダー、120万人が集まる国
際組織ですというこのようなA4のプリントが入って
いたかと思います。林さんは今でもロータリーのこと
に大変燃えておられまして、ロータリー活動のことを
片時も忘れない方でございまして、自分がメインで
やったロータリーの森事業のこと、そして今国際ロー
タリーの6つの重点分野の一つである、水と環境問題
について大変今でも深く関心を寄せておられます。現
会員である皆さま方にもそのことに対する熱意をわ
かってもらいたいというふうなお話しで、是非とも皆
さん方にこのペーパーを配ってくれというふうなお話
しでしたから、お配りをさせていただきましたので、
見ないでぽんと脇に置くのではなくちょっとお目通し
をしていただければ、林名誉会員の志をくんでいただ
けるのではないかと思います。もう一つ、その強い思
いだけで俺は何もしないのかとみんなから言われるの
は嫌だから私は率先して行動しますというふうなお話
しで、実は三か月前の台風19号で阿武隈川が氾濫した
際に福島県内もたくさんいろいろな所で堤防が決壊し
て大変な被害を受けましたけれども、阿武隈川の最下
流、太平洋に注ぐその口である丸森町も相当大きな被
害を受けました。丸森町というと先ほど言った林さん
が中心的にやった事業を推し進めたロータリーの森事
業で交流会をして丸森ロータリークラブということが
林名誉会員の頭の中には強く残っておられまして、何
か手助けをしなければいけないと思い立たれ、白河の
銘菓を丸森ロータリーの会員数の数を白河西ロータ
リークラブの名前で、丸森ロータリークラブの会長宛
に送られたということであります。この前、丸森ロー
タリークラブよりその礼状が我がクラブに郵送されて
きました。それを受け取ったのはいいのですが、私は
そのことを何も聞かされていないというか、ご年始回
りに林名誉会員のところに伺ったおりに、ぼそぼそと
丸森ロータリーとのご縁は大切にしないといけないと、
そんなことをいっておられたことを覚えていましたが。
この礼状を読んでそのことかなと思い、林名誉会員に
詳しく問い合わせたところ、白河西ロータリークラブ
の中目会長名でお菓子を送ったということが判明した
ということであります。今後、丸森ロータリークラブ
が復興を成し遂げた後に我がクラブにメーキャップに
訪れることもあろうかとおもいます。その時には、林
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名誉会員がお一人でお金を出してやられたことではあ
りますが、我がクラブが一致協力してやったこととし
て、丸森ロータリークラブの方々と交流しお付き合い
をしなければなりませんし、また林名誉会員にお会い
に行くときには、このことのお礼を申し上げていただ
きたいのです。このことを十分に弁えていただきたい
と思います。それでは、丸森ロータリークラブからの
礼状をここで読ませていただきたいと思います。

〔丸森ロータリークラブからの礼状〕

謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
この度の台風19号による丸森町の災害に際し、暖かい
ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　丸森町が始まって以来の今回の水害は、死者行方不
明者11人、全壊、床上浸水等で1,200棟を超える住宅
被害をはじめ、電気、水道などのライフラインや道路、
橋梁統のインフラ、農林水産商工業に甚大な被害を受
けました。このような中、各クラブから賜りました多
くのご支援は、行政からの支援ではなかなか行き届き
にくい、被災地域の実情に即したきめ細かなものであ
り、早急の復旧活動の原動力となり、丸森町の復興に
向けた大きな励みとなりました。丸森町や町民の皆さ
んから、感謝の言葉が数多く寄せられております。本
当にありがとうございました。災害発生より3か月余
りが経過し、水道などのライフラインも仮復旧し、仮
設住宅200戸も完成致しました。災害に遭われた方々
の自立支援等も少しずつ進んでおります。しかしなが
ら、災害規模はあまりに大きく、復興までは長い時間
を要する見込みです。ご支援や励ましの言葉を大きな
糧とし、町民と共に丸森ロータリークラブ員一同「力
を合わせ一歩ずつ」を合い言葉に復旧・復興に向けて
努力する所存です。
　最後になりましたが、支援いただきましたロータ
リークラブの皆様のご健勝を心から祈念申し上げ、御
礼とさせていただきます。� 謹白
　令和2年1月吉日
　　　　　丸森ロータリークラブ　会長　斉藤哲雄
　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　鈴木正彦
　　　　　　　　　　　社会奉仕委員長　半澤善輝
　　　　　　　　　　　　（支援担当）

〔林会員からの好意に対する礼状〕

新春の候、この度は由緒ある銘菓を、丸森ロータリー
クラブ会員、家族にお贈りいただき、心より感謝申し
上げます。福島県でも甚大な被害があったにもかかわ
らず、ご配慮や心配頂き改めて、ロータリーの友情の
ありがたさを感じております。ロータリーの森づくり
事業に、当時一緒に植樹をした会員も、例会時に懐か
しく話しておりました。ご都合がつきましたら、また
是非丸森クラブにメーキャップ頂きたいと願っており
ます。白河西ロータリークラブの皆様の、ご健勝を心
より祈念申し上げます。
　　　　　丸森ロータリークラブ　幹事　鈴木正彦

　それから、もう一つ。近く我がクラブの会員のお仲
間になっていただける丸正不動産株式会社の十文字光
伸さんの入会申込書を、今週と来週の例会で皆さんに
開示致します。何かご意見がある場合には、私のとこ
ろまでお話しいただきたいと思います。これで会長の
時間とさせていただきます。ありがとうございました。

■幹事報告� 兼子聡幹事

◦（公財）ロータリー米山記念奨学
会：申告用領収書送付の件
◦（公財）ロータリー日本財団：確定
申告用寄付金額領収証についてのお願い
◦白河市倫理法人会：名義後援のお願い

◦白河市国際交流協会：会報
◦鈴木かずお後援会：鈴木かずお新春の集い開催につ

いてのご案内
◦㈱オクトン：商品価格の改定について
◦国際ロータリー第2530地区：地区チーム研修セミナー

のご案内、「第40回RYLA研修会」参加のご案内
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■本日のプログラム
◦ゲスト紹介
　プログラム委員会
� 櫻岡敏之委員長

◦ゲスト卓話
　EAファーマ株式会社福島事業所
� 所長　西脇徹様
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ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　ootake@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/
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